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Q　：　生活の困窮した人が市役所に相談できるよう、わかりやすいホームペー
　　　ジの作成に努めたとあるが、工夫したところを教えてほしい。

A　：　　

Q　：　先日の多摩立川保健所公衆衛生連絡会で、武蔵村山市はMRワクチン
      ２期の接種率が悪く、市区町村で３０位以下でした。　早急に改善が必要
      な状況です。
      　現在、武蔵村山市では、たとえば日本脳２期該当年齢の児が１期の規定
      回数摂取が終了していない場合は2期を公費で接種することが許されてい
      ません。　2期を公費で接種するには1期を自費で規定回数を終わらせるこ
      とが求められます。
      　MRワクチンでも同様に、MRワクチン2期の際に1期を打っていない場合
      は公費で2期を接種できないことになっています。　他に、4混や2混も同様
      です。
     　 乗り入れ可能な立川市・昭島市・東大和市では、当該年齢であれば過去
      の接種回数に関わらず接種しても構わないとの事でした。
      　もちろんそのあとに、規定回数分を自費で受けるように説得しなければ
      なりませんが、武蔵村山市も近隣と同様にして欲しいし、子供の予防接種
      の機会を奪うことのないように、改善をお願いしたいと思います。

A　：　　

Q　：　３０年度評価がB▽となっているが、何か理由があるのか。

A　：

Q　：　残食ゼロ週間を行うことで、どのくらい残食が減りますか？

A　：

Q　：　武蔵村山市の特色として、来年度課題を見据えた取り組みをする。
　　　もしくは、重要要項があれば教えて頂きたいです。

A　：

Q　：　弱視発見の為には屈折検査が必要だが、３歳児健康診査では現在は
　　　紙絵式の自宅で視力検査のみが実施されています。　検査方法も３０年
　　　以上の前から変わっていません。　検査手技が自宅で正しく行われないと
　　　正確には判断ができません。
　　　　２５人に一人は弱視の危険因子（遠視・近視・不同視・斜視）を持ってお
　　　り、実際の弱視の頻度は５０人に一人で、先天性股関節脱臼や先天性難
　　　聴の約２０倍の頻度です。
　　　　弱視は視覚感受性のある時期（遅くても生後６０か月まで）に発見され治
　　　療されないと一生視力不良が続く為、早期発見早期治療が重要です。　子
　　　供は目の調節力が強いので、就学時健診でも異常なしと判定されてしまう
　　　危険もあります。　異常がある子供だけでなく、可能な限り全例実施が望ま
　　　しいとされています。
　　　　米国や群馬県では、フォトスクリーナー（スポットビジョンスクリーナー等）
　　　による眼科健診を既に実施しています。　機材は１台１２０万円程度です
　　　が、リースでは月額３万円ほどで運用が可能です。　屈折健診の３歳児健
　　　診での全例実施をご検討よろしくお願いいたします。

A　：

平成３０年度末における「武蔵村山市第二次健康増進計画・食育推進計画」の質問・意見について
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